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高校生が自らの人生を主人公として歩む

「高校生のキャリア意識形成」 を考える総合研究会
総合学科は高校生のキャリア意識をどう形成するのか

普通科の自治活動はキャリア意識形成にどう貢献するのか

「教育改革」 が進められる今、 そこから何を学ぶのか

　

２
０
２
４
年
７
月
27
日
（
土
）
の

午
後
、松
本
市
勤
労
会
館
に
お
い
て
、

民
主
教
育
研
究
所
中
等
教
育
研
究
会

（
中
教
研
）・
信
州
の
教
育
と
自
治
研

究
所
（
自
治
研
）・
長
野
県
教
育
文

化
会
議
（
教
文
会
議
）
の
３
者
共
同

開
催
で
表
記
の
研
究
会
が
実
施
さ
れ

た
。
参
加
者
は
主
催
者
を
含
め
25
人

で
あ
り
、
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
で
あ
っ

た
。
開
会
行
事
に
続
き
、
７
つ
の
研

究
調
査
・
事
例
紹
介
が
順
次
、
発
表

さ
れ
た
。

■
発
題

　

研
究
開
催
の
経
過

◎
最
初
は
自
治
研
の
原
貞
次
郎
さ
ん

で
あ
る
。「
民
研
調
査
か
ら
何
を
学

ぶ
か
」
と
し
て
過
去
３
次
に
わ
た
る

民主教育研究所　中教研報告と
現場からの報告・討論で

「キャリア意識形成」を熟議

民
研
の
調
査
内
容
を
報
告
し
、
そ
れ
ら
の

成
果
に
基
づ
き
、
少
子
化
が
劇
的
に
進
行

す
る
現
在
に
お
け
る
、
第
２
期
高
校
再
編

な
ど
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

１
回
目
の
調
査
は
１
９
９
４
～
５
年
に

長
野
県
上
田
市
周
辺
の
７
高
校
な
ど
を
対

象
と
し
、「
現
代
企
業
社
会
と
学
校
シ
ス

テ
ム
」
と
い
う
名
称
で
地
域
調
査
が
実
行

さ
れ
、
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で

は
権
利
主
体
と
し
て
の
子
ど
も
、
地
域
内

に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
（
大
学
・
専
修

学
校
な
ど
）
の
設
置
、中
下
位
「
ラ
ン
ク
」

の
生
徒
た
ち
の
学
校
生
活
と
職
業
技
術
教

育
の
見
直
し
と
復
権
が
提
起
さ
れ
た
。

　

民
研
調
査
の
２
回
目
は
２
０
０
２
～
５

年
に
か
け
て
長
野
県
望
月
町
・
望
月
高
校

と
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
を
対
象
に
行
わ
れ
，

「
地
域
高
校
・
新
設
高
校
の
「
困
難
校
」

化
と
基
礎
自
治
体
の
取
り
組
み
」
の
研
究

第 3回総合研究会報告
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成
果
は
『
民
主
教
育
研
究
所
年
報
』
６
号
に
詳
述
さ
れ
て

い
る
。
提
言
の
中
で
、都
市
化
の
進
行
と
通
学
圏
の
拡
大
、

都
心
と
郊
外
の
明
確
化
に
よ
り
地
域
の
共
同
体
的
な
力
が

衰
退
し
て
ゆ
く
中
で
「
学
力
」
よ
り
も
「
地
域
に
根
差
す

教
育
」
の
大
切
さ
・
地
域
と
学
校
の
双
方
向
の
交
流
な
ど

の
実
践
の
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。

　

民
研
調
査
の
３
回
目
は
２
０
１
４
～
22
年
に
「
高
校
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
」
と
い
う
研
究
課
題
を
設

定
し
，
塩
尻
志
学
館
高
校
（
以
下
、
志
学
館
）・
松
本
美

須
々
ヶ
丘
高
校
（
以
下
、
美
須
々
ヶ
丘
）
で
調
査
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
成
果
は
『
民
主
教
育
研
究
所
年
報
２
０
２
２

（
第
22
号
）』
で
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
の
キ
ャ

リ
ア
意
識
の
形
成
に
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
が
関
与
し
た

の
か
、
総
合
学
科
と
普
通
科
と
い
う
校
種
の
違
う
高
校
で

の
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

こ
の
後
の
発
表
で
詳
解
さ
れ
た
。

　

調
査
に
よ
っ
て
、
実
証
的
・
実
践
的
に
多
く
の
考
察
が

も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
成
果
と
し
て
あ
げ
、
地
域
と
並
走

す
る
学
校
経
営
・
地

域
高
校
の
存
続
な
ど

の
問
題
を
提
起
し
た
。

総
合
学
科
と
教
員
の

多
忙
化
、
生
徒
の
自

由
自
主
と
キ
ャ
リ
ア

意
識
形
成
、
学
び
の

改
革
と
第
２
期
高
校

再
編
，
総
合
学
科
に

関
わ
る
文
科
省
の
教

育
行
政
の
姿
勢
な
ど
、

考
え
る
べ
き
事
象
は

多
い
。
今
後
の
教
文
会
議
の
研
究
活
動
に
も
大
き
な
示
唆

を
与
え
る
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
原
貞
次
郎
さ
ん
の
発
題
全
文
は
、
教
文
通
信
デ
ジ
タ
ル

版
№
32
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
教
文
HP
か
ら
）

■
民
研　

中
教
研
レ
ポ
ー
ト
①

　

調
査
の
ね
ら
い
と
経
過

　
◎
大
東
文
化
大
の
阿
部
英
之
助
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
は
、「
今

回
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
調
査
の
ね
ら
い
と
経
過
」
と
い

う
題
名
で
、
民
研
の
３
回
の
現
地
調
査
に
つ
い
て
、「『
学

校
づ
く
り
と
教
育
づ
く
り
』（
２
０
０
５
年
）
の
発
刊
」・

「
青
年
期
教
育
か
ら
総
合
学
科
へ
」（
２
０
０
８
～
10
年
）・

「
総
合
学
科
研
究
へ
」（
２
０
０
１
～
17
年
）
と
い
う
３
つ

の
時
期
と
内
容
に
整
理
さ
れ
た
。

　

こ
の
間
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

（
２
０
１
１
～
13
年
度
）
で
は
、
総
合
学
科
３
３
４
校
を

対
象
と
し
て
、
学
校
要
覧
や
各
校
の
教
育
課
程
・「
産
業

社
会
と
人
間
」
の
授
業
内
容
か
ら
、
総
合
学
科
の
職
業
教

育
度
（
教
育
課
程
で
専
門
教
科
の
占
め
る
割
合
）、
統
合

母
体
校
と
総
合
学
科
の
編
成
の
関
連
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
た
。

　

さ
ら
に
基
盤
研
究(
Ｃ)

（
２
０
１
４
～
17
年
度
）で
は
、

「
産
業
社
会
と
人
間
」
の
シ
ラ
バ
ス
分
析
を
行
い
、
さ
ら

に
志
学
館
で
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
志
学
館
の
シ
ラ
バ

ス
と
生
徒
の
科
目
選
択
・
生
徒
の
進
路
選
択
の
相
関
の
有

無
を
分
析
し
て
い
る
。
調
査
結
果
に
よ
り
、
１
年
の
「
産

業
社
会
と
人
間
」、
２
年
・
３
年
時
の
総
合
学
習
や
進
路

ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
が
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
形
成
に
寄
与
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
生
徒
の
普
段
の
学
習
活
動
が
進
路

意
識
の
形
成
に
影

響
を
与
え
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

次
の
基
盤
研
究

(

Ｃ)

（
２
０
１
８

～
23
年
度
）
で
は

名
古
屋
大
教
育
学

部
付
属
高
校
・
法

政
大
国
際
高
校
・

神
奈
川
県
旭
丘
高

校
（
私
立
）
で

研
究
調
査
を
実

施
し
た
。
そ
こ
で

は
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
す
る
授
業
」・

「
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
志
向
し
な
い
授

業
」
と
キ
ャ
リ
ア

意
識
形
成
な
ど
の

連
関
を
調
査
し

た
。
２
０
１
９
年

度
か
ら
、
新
た
に

美
須
々
ヶ
丘
高
校

を
研
究
対
象
と
し

た
。
美
須
々
ヶ
丘
で
は
生
徒
の
自
尊
感
情
と
キ
ャ
リ
ア
意

識
、
進
学
就
職
指
導
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
形
成
な
ど
の
関

係
性
を
問
う
全
校
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

続
い
て
基
盤
研
究(

Ｃ)

（
２
０
２
１
～
24
年
度
）
で

は
、
前
述
の
美
須
々
ヶ
丘
で
調
査
を
継
続
し
た
。「
年
報
」
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を
刊
行
し
研
究
を
公
開
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
現
時

点
で
の
研
究
の
積
み
重
ね
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
今
後
も
旭

丘
高
校
で
の
調
査
も
継
続
し
、
さ
ら
に
高
知
県
太
平
洋
学

園
（
私
立
，
定
時
制
通
信
制
）
へ
の
調
査
も
予
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

　

今
回
の
研
究
会
の
前
に
志
学
館
へ
10
年
ぶ
り
に
訪
問
さ

れ
た
そ
う
で
、
そ
こ
で
の
聞
き
取
り
を
通
し
て
、
志
学
館

で
は
選
択
授
業
の
取
り
方
に
「
専
門
教
育
を
薄
め
た
科
目

選
択
」
と
「
専
門
教
育
を
深
め
た
科
目
選
択
」
の
双
方
を

選
択
す
る
生
徒
が
存
在
し
、
授
業
の
内
容
よ
り
も
，
生
徒

が
授
業
科
目
を
自
ら
選
び
、
自
ら
学
ぶ
在
り
方
が
キ
ャ
リ

ア
意
識
の
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
と
、
最
後
に
ま
と
め
ら

れ
た
。

■
民
研　

中
教
研
レ
ポ
ー
ト
②

　

塩
尻
志
学
館
高
校
で
の
調
査
を
通
し
て

◎
民
研
の
中
等
教
育
研
究
委
員
の
原
健
司
さ
ん
の
調
査
報

告
は
「
Ａ
県
総
合
学
科
Ｂ
高
校
の
「
キ
ャ
リ
ア
意
識
」
は

い
か
に
形
成
さ
れ
る
か
」
と
い
う
題
名
で
、
志
学
館
と
美

須
々
ヶ
丘
で
の
調
査
研
究
の
詳
細
が
報
告
さ
れ
た
。

　

志
学
館
で
は
民
研
が
依
頼
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
１
・２
・

３
年
生
の
５
月
と
１
月
に
実
施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
当
初

の
「
職
業
意
識
」
質
問
項
目
に
加
え
て
、「
キ
ャ
リ
ア
意

識
」
質
問
項
目
を
追
加
し
た
。
追
加
し
た
質
問
は
、
入
学

時
よ
り
も
「
①
将
来
の
仕
事
や
進
路
な
ど
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
決
め
よ
う
と
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
②
自
分

で
考
え
た
り
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
③
将
来
、
社
会

に
出
て
ゆ
く
こ
と
に
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
④

自
分
の
意
見
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
⑤
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
や
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
ね
ば
り
強
く
取
り
組
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
⑥
職
業
や
進
路
に
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
の
６
問
で
、

回
答
を
も
と
に
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
に

よ
っ
て
G1
（
強
い
）・
G2
・
G3
・
G4
・

G5
（
弱
い
）
に
分
け
，
数
量
化
３
類

で
処
理
し
、
５
グ
ル
ー
プ
化
し
た
。

こ
の
質
問
項
目
は
高
校
生
の
成
長
を

見
極
め
る
に
は
、
か
な
り
有
用
な
質

問
と
感
心
し
た
。

　

分
析
を
通
じ
て
「
産
業
社
会
と
人

間
」「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
科
目

や
総
合
学
習
が
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
の

形
成
に
寄
与
し
た
と
判
断
で
き
る
。

ま
た
、
生
徒
や
教
員
の
聞
き
取
り
調
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査
か
ら
、
総
合
学
科

で
生
徒
が
ど
の
よ
う

に
成
長
し
て
い
る
か

を
分
析
し
て
、
生
徒

自
ら
が
、
将
来
や
進

路
を
自
ら
探
究
し
、

自
己
決
定
し
、
実
現

す
べ
き
だ
と
い
う
自

覚
を
持
つ
こ
と
、
そ

の
た
め
に
汎
用
的
な

能
力
を
獲
得
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
こ
と
が
、
調
査
の
仮
定
す
る
キ
ャ
リ
ア
意

識
と
符
合
す
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
生
徒
の
科
目
選
択
パ
タ
ー
ン
を
非
階
層
ク
ラ
ス

タ
ー
分
析
で
分
類
し
、科
目
選
択
は
「
理
系
生
化
型
」「
文

系
日
本
史
型
」
な
ど
14
の
履
修
型
に
収
斂
さ
れ
，「
普
通

科
高
校
の
教
育
課
程
に
類
似
す
る
選
択
パ
タ
ー
ン
」・「
専

門
学
科
単
位
数
の
多
い
履
修
」な
ど
傾
向
は
分
か
れ
る
が
、

そ
の
履
修
型
が
「
キ
ャ
リ
ア
意
識
」
の
違
い
を
表
し
て
い

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

学
校
で
行
う
進
路
希
望
調
査
の
分
析
か
ら
、
進
路
決
定

の
時
期
・
進
路
希
望
の
揺
れ
は
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
関
与
し

て
い
な
い
こ
と
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
と
実
際
の
進
路
先
が
関

連
し
な
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
。
キ
ャ

リ
ア
意
識
は
履
修
科
目
の
選
択
の
パ
タ
ー
ン
・
専
門
科
目

の
履
修
の
多
寡
・
進
路
の
方
向
・
進
路
先
の
決
定
の
時
期
・

進
路
変
更
の
回
数
な
ど
に
関
連
性
を
持
た
ず
に
育
成
さ
れ

る
と
い
う
。
ま
た
、
面
接
指
導
な
ど
で
総
合
学
科
が
教
員

の
多
忙
化
を
招
い
て
い
る
こ
と
も
し
っ
か
り
と
記
述
さ
れ

て
い
る
。

　

以
上
の
志
学
館
の
調
査
研
究
の
発
表
は
、
現
在
、
長
野

県
で
進
行
す
る
学
校
再
編
、
総
合
技
術
高
校
・
普
通
科
の

再
編
な
ど
新
た
な
学
校
づ
く
り
や
教
育
課
程
の
再
編
に
ど

の
よ
う
に
関
わ
ら
せ
て
評
価
す
べ
き
か
、
真
摯
に
考
慮
す

べ
き
研
究
成
果
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
の
珍
し
い
学
科
名

や
校
名
・
校
舎
設
計
が
先
行
し
が
ち
な
改
革
・
改
良
が
、

肝
心
な
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
成
長
を
促
す
こ
と
に
寄

与
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
踏
み
と
ど

ま
っ
て
思
案
す
べ
き
と
考
え
る
。（
常
任　
　

望
月　

映
）

（
第
３
回
総
研
報
告　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
は
、
次
号
に
掲
載
）

　
　

第
２
回
教
文
運
営
委
員
会
開
催　
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７
／
27

　　　　

教
育
課
程
研
究
協
議
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
協
議　　
　

松
本
市
勤
労
会
館

　　　　　　　

現
在
の
教
育
課
題
に
つ
い
て
報
告
・
検
討　
　　　
　
支
部
・
研
究
会
か
ら
参
加

　

７
月
27
日
（
土
）、
各
研
究
会
と
支
部
教
文
事
務
局
長

の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
第
２
回
教
文
運
営
委

員
会
を
行
い
ま
し
た
。
主
た
る
課
題
は
、
９
月
に
行
わ
れ

る
教
育
課
程
研
究
協
議
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
。

　

今
年
の
教
育
課
程
協
議
会
は
、
観
点
別
評
価
と
「
探
求

県
」
と
し
て
の
授
業
改
善
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
他

県
で
は
、
同
協
議
会
が
文
科
省
の
説
明
を
県
教
委
が
説
明

す
る
「
伝
達
講
習
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
長
野
県
の
高
校

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
文
会
議
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
単

な
る
伝
達
講
習
の
場
と
す
る
こ
と
な
く
、「
研
究
協
議
」

の
場
と
し
て
位
置
づ
け
さ
せ
て
い
ま
す
。
総
則
・
特
活
お

よ
び
各
教
科
で
、
教
文
会
議
か
ら
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、

文
科
省
が
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
教
育
施
策
に
つ
い
て
、

批
判
的
検
証
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
運
営
委
員
会
で

は
、
そ
の
骨
子
に
つ
い
て
、
総
則
・
特
活
へ
の
提
出
レ
ポ
ー

ト
を
素
材
に
検
討
し
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
の
「
個
別
最

適
化
に
欠
落
す
る
共
同
の
視
点
、
教
文
会
議
が
提
唱
し
て

き
た
共
通
教
育
論
や
～
づ
く
り
の
５
つ
の
課
題
を
ベ
ー
ス

に
」
と
い
う
提
案
の
の
ち
、
寺
尾
議
長
か
ら
「
研
究
協
議

会
の
場
が
あ
る
こ

と
は
大
切
、
な
か

な
か
学
力
論
議
が

で
き
な
く
な
っ
て

き
て
は
い
る
が
、

ど
う
い
う
力
を
つ

け
さ
せ
た
い
の
か

を
考
え
て
い
き
た

い
」
と
の
提
案
も

あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
課
題
に

関
し
て
は
、
新
た

な
高
校
入
試
制

度
、
く
く
り
募
集
の
範
囲
の
変
更
、
調
査
所
の
記
載
内
容

変
更
及
び
、「
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
柔
軟
で

質
の
高
い
学
び
の
実
現
」
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
経

年
的
に
課
題
に
な
っ
て
い
る
観
点
別
評
価
の
現
状
と
各
校

対
応
な
ど
に
つ
い
て
も
、
現
場
か
ら
の
参
加
者
の
発
言
等

で
深
め
ま
し
た
。
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教
育
の
つ
ど
い
２
０
２
４　

レ
ポ
ー
ト
紹
介　

第
２
分
科
会
「
外
国
語
教
育
・
外
国
語
活
動
」

　　　

対
話
を
促
す
授
業
づ
く
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丸
子
修
学
館
高
校　
　

盛
田　

彩
花　

１
「
学
校
」
と
い
う
場
を
、

　
　
　
　
　
　

最
大
限
に
生
か
し
た
い

　

教
壇
の
上
に
立
ち
、
授
業
を
し
て
い
る
と
、
ふ
と
考
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
生
徒
は
せ
っ
か
く
学
校
に
集
ま
っ

て
来
て
い
る
の
に
、
私
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
だ
け
の
授
業

で
い
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
代
は
様
々
な
教
育

ツ
ー
ル
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
学
習
ノ
ウ
ハ
ウ
本
は
も
ち

ろ
ん
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
、
教
育
系
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
勉
強

は
す
る
気
さ
え
あ
れ
ば
、
家
で
自
分
一
人
で
も
で
き
て
し

ま
い
ま
す
。
通
信
制
の
学
校
や
、
リ
モ
ー
ト
授
業
な
ど
、

集
散
し
な
い
形
の
学
習
も
あ
り
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ「
学
校
」

と
い
う
場
所
に
集
ま
っ
て
勉
強
す
る
意
味
と
は
何
か
、
考

え
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

学
校
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
は
、
生
徒
同
士
が
対
話
に
よ
っ

て
お
互
い
か
ら
学
び
合
い
、
人
間
関
係
を
広
げ
て
い
け
る

こ
と
に
最
大
の
利
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
英
語
と

い
う
教
科
は
、
や
り
と
り
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
言
語
の

学
問
で
す
。「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
科

目
名
に
あ
る
よ
う
に
、
本
来
英
語
の
授
業
と
い
う
の
は
、

教
師
に
よ
る
説
明
よ
り
も
、
生
徒
同
士
が
英
語
を
使
っ
た

対
話
を
通
し
て
、
英
語
運
用
能
力
が
伸
び
て
い
く
こ
と
が

理
想
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
学
校
と
い
う
シ
ス
テ

ム
が
す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
適
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
学
校
と
い
う
形
を
選

び
、
ま
た
社
会
か
ら
「
学
校
で
の
学
び
」
が
求
め
ら
れ
て

い
る
以
上
、
教
員
と
し
て
、「
生
徒
同
士
が
対
話
す
る
場

が
あ
る
」
と
い
う
利
点
を
最
大
に
活
用
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
授
業
は
そ
う
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
い
ざ
授
業

で
「
今
日
は
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
（
英
語
で
）
話
し
て

み
よ
う
。」
と
投
げ
か
け
た
だ
け
で
、
活
発
に
対
話
が
で

き
る
ク
ラ
ス
は
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
現

在
私
が
勤
め
る
学
校
の
授
業
で
は
、ク
ラ
ス
が
「
し
ん
…
」

と
な
る
か
、
仲
の
い
い
友
達
同
士
の
雑
談
時
間
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ど
の
よ
う
な
指
示
を
出

せ
ば
、
対
話
に
よ
る
学
習
が
活
発
に
な
る
の
か
、
日
々
頭

を
悩
ま
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
対
話
を
妨
げ
る
要
因
を
二
つ
挙
げ
た

う
え
で
、
各
要
因
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
き
た
の
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま
だ

ま
だ
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
ま
と
め
実
践

例
を
修
正
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
対
話
を
促
す
授
業
作

り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
何
が
対
話
を
妨
げ
る
の
か

２-

１
能
力
的
要
因

　

対
話
を
妨
げ
る
要
因
は
大
き
く
わ
け
て
二
つ
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
能
力
的
要
因
で
す
。
英
語
教
科

に
関
し
て
い
え
ば
、
語
彙
力
・
文
法
力
・
リ
ス
ニ
ン
グ
力

な
ど
、
総
合
的
な
英
語
運
用
能
力
の
低
さ
が
、
対
話
を
妨

げ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
英
語
の
授
業
で
は
当
然
、
英
語

を
使
用
し
た
対
話
が
中
心
と
な
る
べ
き
で
す
が
、
知
っ
て

い
る
単
語
や
文
法
の
知
識
が
少
な
け
れ
ば
、
意
見
を
述
べ

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
加
え
て
英
語
運
用
能
力
の
低
さ

が
、
対
話
す
る
こ
と
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
大
幅
に
減

少
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
科
に
関
わ
ら
ず
、「
自
分
の
意
見
を
持
つ
力
」

の
低
さ
も
対
話
を
妨
げ
る
原
因
だ
と
考
え
ま
す
。「
自
分

が
ど
う
思
う
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
一
般
論
を

述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
り
、
考
え
る
こ
と
を
投
げ
出
し
て

し
ま
っ
た
り
す
る
生
徒
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
自
分

の
意
見
に
芯
が
な
い
た
め
対
話
が
続
か
な
い
、
そ
も
そ
も

考
え
た
こ
と
も
な
い
の
で
言
う
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
状

態
に
な
っ
て
し
ま
う
場
面
を
何
度
も
見
て
き
ま
し
た
。

２-

２
人
間
関
係
的
要
因

　

二
つ
目
の
要
因
は
人
間
関
係
的
要
因
で
す
。
実
は
、
対

話
を
妨
げ
る
最
大
の
要
因
は
、
個
々
の
能
力
的
な
低
さ
よ

り
も
、
生
徒
同
士
の
不
信
感
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
設
け
て
も
、
あ
る
特

定
の
人
物
と
は
話
が
で
き
な
い
、
ま
た
周
り
に
仲
の
い
い

メ
ン
バ
ー
が
い
な
い
と
何
も
話
が
で
き
な
い
、
と
い
う
現

象
は
ど
の
教
科
で
も
起
き
て
い
る
事
実
で
す
。
思
春
期
の
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子
供
た
ち
が
、
不
特
定
多
数
の
同
級
生
と
対
話
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
授
業

と
い
う
「
建
前
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
話
す
き
っ
か
け
が

で
き
た
り
、
そ
こ
か
ら
人
間
関
係
の
広
が
り
を
見
つ
け
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
ま
た
事
実
で
す
。
教
師
の
一

つ
の
役
割
は
、授
業
と
い
う
「
建
前
」
を
う
ま
く
利
用
し
、

生
徒
同
士
が
安
心
し
て
対
話
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

３
実
践
報
告

３-

１
能
力
的
要
因
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

３-

１-

１
「
選
ん
で
、
台
本
を
作
っ
て
話
す
」

　

新
課
程
と
な
り
、
教
科
書
の
随
所
に
対
話
を
前
提
と
し

た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
豊
富
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
英
語
の
運
用
能
力
に
差
の
あ
る
生
徒
同
士
で
は
な

か
な
か
対
話
が
し
づ
ら
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ

で
、
対
話
の
場
面
で
は
あ
ら
か
じ
め
予
想
さ
れ
る
答
え
を

い
く
つ
か
用
意
し
て
お
き
、
そ
こ
か
ら
選
ん
で
答
え
る
と

い
う
形
を
多
く
実
践
し
て
み
ま
し
た
。【
例
１
】
は
本
校

の
一
学
年
で
使
用
し
て
い
るALL ABOARD! 1 English 

Com
m

unication1

（
東
京
書
籍
）
の
「Lesson

３　

A Train Driver in Sanriku

」
の
題
で
電
車
が
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
る
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

導
入
部
分
の
活
動
「Talk! 

：
次

の
質
問
に
英
語
で
答
え
ま
し
ょ

うHow
 often do you take a 

train?

」
を
行
っ
た
際
の
過
程
に

な
り
ま
す
。

【例１】
時間 生徒の活動 教師の動き

1分

①教師の後に続き「How often do you
take a train?」と発音する。
②質問の意味を確認し、自分の答えを頭の
中でイメージする。

①「How often do you take a train?」と板
書し、音読する。
②質問の意味を確認する。
・how often~?「どれくらい（の頻度で）～？」
・take (乗り物)「（乗り物）に乗る」

2分

③提示された例を参考に、自分の答えを教科
書に書く。
④必要な場合は、音声発音ソフト等を使用
して発音を確認する。

③電子黒板に答えの例（ロイロノートで制作）を
示す。(資料2参照)
④机間巡視し、質問があれば答える。

2分
⑤ペアになり、じゃんけんで勝ったほうから英語
の質問をする。

⑤ペアワークを始めるように指示をだす。
　Make pairs.　Please do じゃんけん and
the winner starts to ask  the question.

( 資料１：活動中に映した画面（ロイロノートのカード）)

　

こ
の
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
解
答
を
「
選
ん
で
書
く
」

と
い
う
点
で
す
。回
数（once,tw

ice,

…tim
es

）＋
頻
度（a 

w
eek/ a m

onth / a year

）
か
ら
自
分
の
答
え
に
最
も

近
い
も
の
を
選
ぶ
だ
け
で
あ
る
た
め
、
ほ
ぼ
全
員
が
解
答

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
解
答
例
を
電
子
黒
板
に
映

す
の
は
、
板
書
す
る
時
間
を
短
縮
し
、
ス
ム
ー
ス
に
自
分

の
答
え
を
英
語
に
す
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
自
分
の
答
え

を
教
科
書
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
に
書
き
込
む
こ
と
で
「
台
本
」

を
作
成
し
ま
す
。
手
元
に
読
む
べ
き
台
本
が
あ
る
と
、
そ

の
後
の
対
話
活
動
で
、
し
っ
か
り
読
む
生
徒
が
増
え
た
印

象
が
あ
り
ま
し
た
。
本
来
ネ
イ
テ
ィ
ブ
が
行
う
対
話
活
動

と
は
異
な
り
ま
す
が
、
準
備
し
た
「
答
え
の
台
本
」
を
自

分
の
口
で
発
音
す
る
こ
と
で
、
頭
の
中
に
「
自
分
だ
け

の
例
文
」
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。  　
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例
２
は
文
化
祭
明
け
の
授
業
の
冒
頭
で
「How

 w
as the 

school festival?

」
の
題
でSm

all Talk

を
実
施
し
た
際

に
使
用
し
た
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
の
カ
ー
ド
で
す
。
進
行
方
法

は
例
１
と
同
様
で
す
が
、
教
科
書
の
内
容
で
は
な
く
、
生

徒
の
学
校
生
活
に
関
連
し
た
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。
教
科
書
の
内
容
か
ら
離
れ
、
こ
の
よ
う
に
身
近

な
話
題
に
な
る
ほ
ど
、「
～
っ
て
英
語
で
な
ん
て
言
う
ん

で
す
か
？
」
と
質
問
を
す
る
生
徒
も
増
え
た
印
象
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
例
１
の
題
と
比
べ
る
と
、
解
答
方
法
に
幅

が
あ
る
質
問
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
質
問
の
場

合
は
、
セ
ン
テ
ン
ス
の
例
＋
単
語
の
例
を
用
意
す
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

【例２：

文化祭明けの授業での Small Talk：How was the school festival?】

３-

１-

２ 

音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
の
活
用

　

例
文
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
翻
訳
機
能
等
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
文
章
（
台
本
）
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
最
大
の
難
点
は
そ
れ
を
読
む
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
無
料
使
用
で
き
る
音
声

読
み
上
げ
ソ
フ
ト
の
使
用
を
推
奨
し
始
め
ま
し
た
。「
音

声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
：
音
読
さ
ん
」（https://ondoku3.

com
/ja/

）
は
、
入
力
し
た
任
意
の
英
語
を
音
声
と
し
て

生
成
し
、
再
生
で
き
る
も
の
で
す
。
生
成
し
た
英
語
は
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
保
存
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。
英
語
は
ア
メ
リ
カ
英
語
・
イ
ギ
リ
ス
英
語
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
英
語
・
イ
ン
ド
英
語
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ソ
フ
ト
の
最
大
の
利
点
は
、
任
意
に
入
力
し
た
文
章

を
か
な
り
自
然
な
形
で
読
み
上
げ
て
く
れ
る
と
い
う
点
で

す
。
実
際
、教
科
書
の
本
文
を
入
力
し
て
聞
い
て
み
て
も
、

教
科
書
付
属
の
CD
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
発
音
・
流
暢
さ
・

ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
、
生
徒
が
見
本
と
し
て
聞
く

た
め
に
非
常
に
適
し
て
い
る
と
い
う
印
象
で
す
。
授
業
内

で
読
め
な
い
単
語
・
文
章
が
あ
る
場
合
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

か
ら
音
を
出
し
て
よ
い
と
い
う
指
示
を
出
し
、
使
用
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
使
用
し
て
い
る
生
徒
が
あ
ま
り
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
使
用
し
た
生
徒
か
ら
は
「
自
分
の

作
っ
た
文
の
お
手
本
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」「
テ
ス
ト
勉

強
で
も
使
い
た
い
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
こ
れ
か
ら
の

使
用
拡
大
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

３-

１-

３ 

活
動
を
習
慣
化
さ
せ
る

夏
休
み
に
入
る
ま
で
、
例
１
・
例
２
の
よ
う
な
５
分
程
度

で
で
き
る
や
り
取
り
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
（
授
業
２
回

に
つ
き
１
回
の
目
安
で
）取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

毎
回
の
定
番
に
な
っ
て
く
る
と
飽
き
て
し
ま
う
生
徒
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
し
た
が
、
休
み
前
に

「
授
業
内
の
や
り
と
り
の
頻
度
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
た
と
こ
ろ
、「
ち
ょ
う
ど
い
い
」「
も
っ
と
や
り
た

い
」と
答
え
た
生
徒
の
ほ
う
が
多
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

生
徒
の
様
子
を
見
て
い
て
も
、「
台
本
作
り
」
→
「
じ
ゃ

ん
け
ん
を
し
て
発
表
」
と
い
う
流
れ
が
「
習
慣
」
と
な
っ

て
き
て
、
特
に
英
語
が
苦
手
な
生
徒
も
「
と
り
あ
え
ず
例

文
の
中
か
ら
選
ん
で
書
け
ば
大
丈
夫
」
と
い
う
認
識
に

な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
頻
度
を

継
続
し
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
の
か
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
レ
ポ
ー
ト
は
、
２
何
が
対
話
を
妨
げ
る
の
か　

２-

１

人
間
関
係
的
要
因
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
３
課
題
と
展

望
、
４
お
わ
り
に　

と
続
き
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
全
文
は
、

教
文
通
信
デ
ジ
タ
ル
版
№
33
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
教文通信写真館　エッセイつづき

声を聞き見上げると、 そこにはアオゲラが

　日本固有種で海外から訪れるバードウォ

チャーあこがれの鳥のひとつです。信州では

平地の林から山地まで見られ、声もよく聞か

れます。キツツキの仲間を「ケラ」と呼び、

信州では他にアカゲラ、オオアカゲラ、コゲ

ラといったキツツキが見られます。いずれも

木に穴をあけ巣をつくりますが、古巣は他の

鳥や小型のほ乳類が巣として再利用します。

樹洞を利用する鳥や獣にとってキツツキのつ

くる樹洞は貴重な資源となっています。
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教
文
会
議　

当
面
の
日
程

８
月
28
日　
　

県
教
研
ニ
ュ
ー
ス
№
１
発
行

９
月
２
日　
　

教
育
課
程
研
究
協
議
会
総
則
特
活
（
南
信
）

９
月
６
日　
　

教
育
課
程
研
究
協
議
会
総
則
特
活
（
中
信
）

９
月
９
日　
　

教
育
課
程
研
究
協
議
会
総
則
特
活
（
東
信
）

９
月
13
日　
　

教
育
課
程
研
究
協
議
会
総
則
特
活（
北
信
）

９
月
14
日　
　

参
加
と
共
同
の
学
校
づ
く
り
・
地
域
と
子

　
　
　
　
　
　

ど
も
研
究
会　

全
県
研
究
会　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

教
育
研
究
者　

鈴
木
大
裕
さ
ん
講
演
会

　
　
　
　
　
　

既
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
籍
紹
介
・
購
読
ノ
ス
ス
メ

第 3 回総合研究会「高校生のキャ
リア意識形成」を考える総合研究会
では、総合学科は高校生のキャリア
意識をどう形成するのか、普通科の
自治活動はキャリア意識形成にどう
貢献するのか、「教育改革」が進め
られる今、そこから何を学ぶのか
について考えました。その折の民研
中教研報告が掲載されています。購
入ご希望の方は、教文会議までご連
絡ください。（民主教育研究所にも
残部はほとんどないとのことです。）

「なぜ、日本の若者はさまざまな活動に
参加しないのか。どうしたら若者が関心
を持つようになるのか。若者が参加して
いるところではどんなことをして成功し
ているのか。この本ではそうした疑問や
要望にこたえられるよう、日本だけでな
く、気候変動防止活動などさまざまな課
題で「世界の若者たちが社会変革を担う
時代を迎えている」と言われている欧米
の若者たちの活動と、何がそうした若者
たちを育てているのか紹介していきま
す。また、国内で若者を主体的な市民、
つまり主権者に育てている学校での取り
組み、自治体での取り組み、職場での取
り組みについて紹介していきます。」（ま
えがき　より）

若者とともに　地域をつくる　学校を変える　社会・政治を変える 宮下与兵衛著（かもがわ出版）

高校におけるキャリア意識形成　民主教育研究所

秋の学び　教研シーズンが始まります
それぞれの支部　あるいは支部を越えて　教研参加を！

2024 教育のつどい in 大阪に、
長野県からは 19 名が参加。既
に実施された支部もあります
が、支部教研から県教研へ。秋
の教研シーズンの始まりです。

2024 教育のつどい in 大阪（8/16-18）
暑い暑い大阪で　熱い討論

支部 支部教研日程 支部教研会場 支部 支部教研日程 支部教研会場

高水須坂
8月9日（金）
13:00～16:00

長野立志館高校 上伊那 9月14日（土） 箕輪進修高校

長水
10月5日（土）

9:30～12:30
各分科会で設定 下伊那 9月28日（土） 飯田OIDE長姫高校

更埴
9月21日（土）
10:00～16:00

篠ノ井高校 木曽 9月下旬 木曽地域

上小
9月 7日（土）
8:55～12:30

上田市立真田中学校 松筑 9月21日（土） 松本県ヶ丘高校

佐久
10月4日（金）

8:45～16:00
佐久平総合浅間キャンパス 安曇 9月下旬 豊科高校

諏訪 10月5日（土） 岡谷工業高校 詳細は後日、教文通信デジタル版№34でご紹介します


